
  

 

 

未来にツナグ会議 2019 

～第６次知多市総合計画策定ワークショップ～ 

未来にツナグために、わたしたちができること 開催結果 

１ 日時 7 月 27日（土）9：３０～１２：００ 

２ 場所 知多市役所 １階多目的会議室 

 

プログラム 

１．グループワーク 未来にツナグために、わたしたちができること 

総合計画の重点戦略に掲げる「ひとづくり」「あんしんづくり」「にぎわいづくり」につ

いて、わたしたち（「市民」「地域団体（自治会、子ども会、NPO等）」「企業」）ができ

ることを考え、グループで意見交換しました。 

２．全体共有・意見交換 

グループワークで整理した内容を発表してもらい、意見交換しました。 

  

どのグループも熱心に意見交換をしていました。 

似ている意見の付せんを集めカテゴリで整理をしま

した。 

各グループの発表。各グループとも学生さんがいき

いきと発表され、他のグループの方とも意見交換さ

れていました。 

付せんを出しながら意見交換をしました。 

R1.08.23 

第７回総合計画審議会 

参考資料２ 

 



  

 

 

未来にツナグために、わたしたちができること（各グループ内容） 

 

ひとづくり 

主体 カテゴリ 意見 

市民ができること 参加する ・ワークショップに積極的に参加する 
・活動に参加する 
・町内会活動に参加（参画）する 

子ども ・子どもの意見を取り入れる。ワークショップ等へ子どもの参加を増やす 
・子ども条例があることを伝える 
・子どもの声を聴く。アドボケイト 
・選挙について教える 

活動を続ける！ 

 

・おやこ劇場の活動を続ける 
・子どものまち運営 子どもと大人のリーダー育成 
・市民大学の講座を続ける 

近いところから ・近くの居場所に通う 
・休耕地を開放する 
・隣近所の様子を気にする。困っているときできることは声かけ助ける 
・子どもたちの見守りを行う 
・いろいろな人の話を聴く 

手法（コーディネータ

ー、SNS） 

・コーディネーターが人と人とをつなぐ 
・ＳＮＳで知多市の景色・自然をＰＲする 
・自分の得意なことを発信する 

地域団体、企業が

できること 

情報発信 ・ＳＮＳを使い市について発信する 
・祭り、イベントの情報発信を行う 

まちで困っていること ・あいあいバスの本数増加 
・やさしい日本語を伝える（外国籍の人たちに） 

企業の意識改革 ・活動に参加しやすいムードづくり 
・得意なことでボランティア 
・短時間の雇用を進める 
・場を提供する 
・空いている場所を市民に提供する 
・地域活動団体に寄付で応援する 

団体の活発化 ・子どものまちの運営 
・デートＤＶ防止啓発講座 
・おやこ劇場 
・感動する体験 文化・芸術 

連携・つながり ・団体間で連携する 
・分野を超えて連携する 
・ボランティアと地域をつなぐ 
・ラジオ体操絆づくり隊 夏休みは小学生の受け入れ 
・先生とＰＴＡで情報共有、連携を取る 

学ぶ場 ・やりたい気持ちを実現する場 
・歩いて行けるところに 
・子ども 高齢者 いっしょに学ぶ 

その他 

（行政と連携して 

できること等） 

 

 

・文化・芸術を近くで親しむ 
・文化庁による子ども育成事業として各学校での芸術舞台の公演を！ 
・たき火ＯＫ 花火ＯＫ ルールなしの公園をたくさん作る 
・子どもの声を聴く 子ども会議 
・世代ごとではなく、全ての世代でつながる 
・情報発信 
・やさしい日本語で伝える 



  

 

 

 

あんしんづくり 

主体 カテゴリ 意見 

市民ができること 人と人がつながる ・隣近所で声をかけあう 

・困っている人への声かけをする 

・あいさつをする 

・人と人をつなぐ 

・近所付き合いをしっかりと 

・歩いてすれ違った人には積極的にあいさつ 

・犬の散歩で自分の顔を売り、人を知る 

心の安心 ・「～～と思う」を出し合える 

・地域を歩く（見守り） 

参加 ・地域活動への参加 

・地区スポーツ大会への参加 

・市内の物・事・特性を知ること 

・健康意識を高める ジョギング！ 

防災への意識 ・防災意識を高める 

・危険な場所や避難所を把握しておく 

公共交通 ・公共交通を利用する 

・コミュニティバスなどを利用することを祖父母に勧める 

その他 ・市民は制度の限界を知る 

地域団体、企業が

できること 

場の提供 ・施設を開放する 

・誰もが立ち寄るたまり場、居場所をつくる 

・誰もが楽しめるスポーツイベントの開催（出前講座など） 

防災の連携 ・平常時と非常時の安心・安全の日常化 

・防災の知識を市民に発信 

・災害時のルール決め 

・町内活動の情報共有、広報 

見守り ・防災・防犯見回り 

・地域の見守り活動 

・駅の自転車置き場の見守り整備 

・子どもの見守り 

子育て ・子どもが自由に遊ぶ場づくり 

・子どもへのまなざし 

・禁止するのではなく気持ちを聞く 

・子育て中のお母さんが安心する工夫 

・子育てしやすい乳児検診を交流の場に 

その他 ・企業の残業を減らす 

その他 

（行政と連携して 

できること等） 

足 ・コミュニティバス路線を増やす 

・タクシーチケットの配布を増やす 

その他 ・市民生活の変化の理解 

・町内会に入ることをすすめる（転入時） 

 

 

 



  

 

 

 

にぎわいづくり 

主体 カテゴリ 意見 

市民ができること 企画運営 ・イベントの企画・運営をする 

人との交流 ・異文化・異業種の人々と出会う（きっかけはなかなかない） 
・いろいろなスキルを持っている人に活用ができる場をつくる 

情報発信 ・街の良さをＳＮＳなどを使ってＰＲする 
・インターネットやＳＮＳなどだけではなく、回覧板や貼り紙でも情
報を発信する 
・地元の良さを知ってもらう 
・効果的で分かりやすい資料の作り方（チラシ・ポスター） 
・こんな企業が来たらいいなあ～ということを声にしてみる 

参加する ・地域を知るため自ら出かけ利用してみる 
・市、地域の行事イベントに行ってみる 
・お祭りに積極的に参加する 
・市内の観光地をめぐってみる 
・日本庭園の管理ガイドをする 
・地域の子育て団体として、市のイベントなどに積極的に参加し活
動をＰＲする（おやこ劇場） 

健康づくり ・健康で暮らし続けるための体力づくり、意識づけ 

子どものあそび場 ・親子のあそび場、居場所をつくる（おやこ劇場） 

みどりづくり ・緑地・公園の整備・管理を行う（老人会・自治会） 
・自宅やそのまわりの草木の手入れをする 
・お隣の草木管理をする 

お金とモノ ・価値があることにお金を“使う”ことを、躊躇しない 
・できることとモノの交換（地域で） ジモティー 
・“使えるお金”“余裕”を持つために節約・稼ぐ 
・カフェなどの地元の店に行く 

地域団体、企業が

できること 

人との交流 ・イベントを開催してもその場限りのにぎわいでは発展していかな
い。人と人とをつないでいくことが必要 

・イベントの開催の後、人と人との交流が必要 
・高齢者と子どもの共有の場 

新しい企画 ・現代に合ったイベントを開催する 
・＜企業＞＆地域 “新舞子海岸”のプラごみ清掃活動をマメに 
・＜地域＞地域のイベントに人が来ることができるように工夫を！ 
・＜企業＞海を活動した船観光とか“夜間工場ツアー”新規事業 

活動 ・緑地、公園の整備、管理を行う（老人会、自治会） 
・ボランティア活動の支援 

寄付 ・地元への投資を呼び込む。投資してもらう 

連携 ・グループ間の連携 
・東海市・常滑市（沿線）との連携、協賛など 
・＜企業＞とコラボ “ポケモンＧＯ”のポケストップ、ジムなど新設 

その他 

（行政と連携して 

できること等） 

交流 ・地域の人材の発掘（地域の人材バンク） 

人材 ・行政とボランティアとの交流、話し合い 
・公共の会館を利用した文化的発表や芸術舞台にふれる機会を
つくる 

連携 ・市が県と連携して佐布里に日本庭園を造る 
・あいあいバスをきめ細かく運用する 

 


